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もし何かトラブルが出た場合は潔くやめる事が大事です。
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(日） ２０１１MFJ全日本ロードレース選手権シリーズ第7戦
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ＳＵＧＯのあと手島選手はアジア選手権のオートポリスに参戦しました。

2本目の走行もギヤがきちんと入らない状況が続きました。

ペダルを変更したりしましたが、あまり変化が無く朝フリーを終了した時点で、状況が改善されません。
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ＯＵＴ ℓ

1本目の走行からギヤ抜けが出始めました。
迎えたレースウィーク、前回のテストから車高を+3ｍｍにし、バネレートを8.75から9.25へ。

レーシングサプライ
畑中　健太郎

ＲＡＣＥ1は７位、ＲＡＣＥ2は11位でした。

レインタイヤで周回を重ねて二日目の午後にはドライで走行が出来ました。
岡山国際サーキットの事前テストは台風の影響もあってＷＥＴコンディションでした。

非常に残念ですがもともと危険な競技なので安全は最優先です。
このままの状況では危険と判断して、決勝レースは出走しないことにしました。

何とかいい結果を残せるように頑張りますので、応援宜しくお願いします。
次は、鈴鹿の最終戦があります。

そんな状態ではライダーも集中して走ることが出来ません。予選は早々に切り上げて不本意ながら最下位グリッド。


